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平成 3 0 年 4 月 1 3 日  

自民 党 看護 問 題対 策議 員 連盟  

会長  伊  吹  文  明  殿  

 

     一 般 社団 法 人日 本看 護 系大 学 協議 会  

        代 表理 事  上 泉和 子  

 

要 望 書 

 

 時 下  ま す ます ご清 祥 のこ と と存 じま す 。看 護 学教 育 に つ い て の ご 支 援 に

感謝 申 し上 げ ます 。  

 一 般 社団 法 人日 本看 護 系大 学 協議 会（ 以 下、「 本協 議 会」 と いう ） は、 看護

学高 等 教育 機 関相 互の 連 携と 協 力に より 、 看護 学 教育 の充 実 ・発 展 及び 学術

研究 の 水準 向 上を 図り 、 もっ て 人々 の健 康 と福 祉 へ貢 献す る こと を 目的 とす

る法 人 です 。 保健 師・ 助 産師 ・ 看護 師の 国 家試 験 受験 資格 を 取得 さ せう る４

年制 大 学及 び 省庁 大学 校 の代 表 を社 員と し 、設 置 主体 を問 わ ずほ ぼ 全部 の看

護系 大 学が 加 盟し てい ま す。  

 看 護 系大 学 、学 部等 は 、平 成 3 0 年 4 月 には 2 6 6 校 、 2 7 8 課程 と なり 、わ

ずか 3 0 年 の 間に 2 5 倍 に なり ま した 。入 学 定員 は 前年 より 1 , 2 0 0 人 近く 増

え、 お よそ 2 4 , 0 0 0 人 と なり ま す。 関係 各 位の ご 尽力 に心 か らお 礼 申し 上げ

ます 。 看護 基 礎教 育を 学 士課 程 で行 うこ と は、 長 年に わた り 看護 界 が 切 望し

てき た とこ ろ であ り、 看 護基 礎 教育 を大 学 教育 に 一本 化で き るよ う 今後 とも

より 一 層の 量 的拡 大に 努 力し て まい りま す 。  

一方 で 、看 護 系大 学・ 学 部等 の 量的 拡大 は 、教 員 不足 や実 習 場所 の 確保 困

難と い った 課 題を 産み 出 して き てお り、 看 護学 士 課程 教育 の 質保 証 に対 し

て、 社 会か ら 重大 な関 心 が 寄 せ られ てお り ます 。 本協 議会 は この よ うな 状況

をふ ま え、「 看護 学 士 課 程 教育 の 質保 証－ 量 と質 の 共栄 －」 と いう 観 点か ら、

教育 の 質を 担 保し つつ 、 量的 拡 大に 取り 組 んで い く所 存で す 。  

また 、 学士 課 程の 増大 は 大学 院 修士 課程 、 博士 課 程の 増加 に もつ な がっ

て、 多 くの 看 護系 大学 院 で高 度 実践 看護 師 や教 育 研究 者、 管 理者 の 育成 が行

われ て いま す 。近 い将 来 想定 さ れる 多様 で 複雑 か つ深 刻な 健 康課 題 に対 応で

きる 高 度実 践 看護 師や 、 教育 の 質の 向上 に 資す る 研究 者、 教 育者 、 看護 の人

的資 源 を効 率 的に 活用 し 安全 な 看護 を マ ネ ジメ ン トで きる 管 理者 の 育成 は喫

緊の 課 題で あ ると 考え ま す。 本 協議 会は 、 社会 や 国民 の 要 請 に応 え られ る人
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材育 成 を目 指 して 、学 士 課程 教 育 大 学院 教 育の 質 の保 証と 人 材育 成 をさ らに

進め て いく つ もり です 。  

 つ き まし て は、 下記 の 点に つ いて 多大 な るお 力 添え をい た だき た く 、 お願

い申 し 上げ ま す。  

 

 

１．  日本看護学教育認証評価機構設立への支援と助成について 

  

 わ が 国の 第 2 期 教 育振 興 基本 計 画（ 平成 2 5 年 6 月閣 議 決定 ） では 、 高度 専

門人 材 育成 に 向け て、「 大学 に おけ る 分野 別 質保 証 の構 築・ 充 実に 向 けた 取り

組み を 促進 す る」 こと と して い ます 。看 護 学教 育 にお いて も 質保 証 の観 点か

ら分 野 別教 育 評価 が重 要 であ る と認 識し 、 文部 科 学省 大学 評 価研 究 委託 事業

等の 助 成を 受 け、 分野 別 評価 の 実施 に向 け て取 り 組ん でき ま した 。  

 本 協 議会 で はグ ロー バ ルス タ ンダ ード （ C C N E  :  C o m m i s s i o n  o n  

C o l l e g i a t e  N u r s i n g  E d u c a t i o n ）  に 即し た 、学 士 課程 な らび に 大学 院

修士 課 程の 看 護学 教育 コ アコ ン ピテ ンシ ー を策 定 し、 評価 基 準と と もに 評価

体制 の 整備 を し、 今年 度 の本 協 議会 社員 総 会後 に 分野 別評 価 の実 施 機関 とし

て「 日 本看 護 学教 育認 証 評価 機 構」 を設 立 しま す 。  

つき ま して は 、分 野別 認 証評 価 の円 滑な 実 施 と 評 価機 構の 安 定的 運 営 に 対

し、 多 大な る ご支 援と 助 成を お 願 い しま す 。  

 

 

２．  看護系大学の看護教員養成のための支援と助成について  

  

 看 護 系大 学 の量 的 拡大 に よっ て 、 新 設大 学 のみ な らず 、既 設 の大 学 も教 員確

保が 困 難な 状 況に あり ま す。 看 護系 大学 教 員数 は およ そ 8 , 0 0 0 人 で 、平 成

2 8 年 度 の実 績で は 、看 護 学修 士 2 2 7 名、 博 士 1 3 3 名が 大学 等 に就 職 して お

りま す が、 看 護教 員の 数 的な 不 足は 明ら か で、 大 学教 育の 質 保証 に おい て

は、 各 大学 に おけ る 教 員 の確 保 が喫 緊の 課 題で す 。  

本 協 議 会 は 平 成 3 0 年 3 月 に 「 看 護 学 士 課 程 教 育 に お け る コ アコ ン ピテ ン シ

ーと 卒 業時 到 達目 標」 を 策定 し 、公 表し ま した 。 また 、平 成 2 9 年 1 0 月 には

文部 科 学省 よ り「 看護 教 育モ デ ル・ コア ・ カリ キ ュラ ム」 が 公表 さ れま し

た。 本 協議 会 は、 各大 学 がこ れ らを 参照 し てカ リ キュ ラム の 一層 の 充実 を図

るよ う 支援 し てい きま す 。看 護 学教 育は 、 社会 の 変化 や 保 健 医療 福 祉政 策の
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転換 な どの 影 響を 受け て 、 教 育 の様 々な 局 面で 変 換を 余儀 な くさ れ てい ま

す。 学 生が 卒 業時 到達 目 標を 達 成し 、看 護 実践 能 力を 確実 に 修得 す るこ とを

保証 す るた め に、 教員 の 充実 は 不可 欠で あ り、 看 護系 大学 の 増設 ペ ース に見

合っ た 看護 教 員の 養成 が 必須 で す。 看護 系 大学 の 看護 教員 の 要件 と して 学位

の取 得 は重 要 です が、 多 くの 大 学院 で学 生 募集 に 困難 をき た して い ます 。経

済的 な 理由 や 、職 場を 離 れる こ との 難し さ 等様 々 な理 由で 、 一度 社 会人 とな

った 看 護職 の 大学 院進 学 が阻 ま れて いる と 思わ れ ます 。  

 以 上 のこ と をふ まえ 、 次の ４ 点の 支援 お よび 助 成を お願 い しま す 。  

①  大学 院 にお け る看 護教 員 養成 課 程 の 新設 、 なら び に看 護教 員 養成 課 程充

実へ の 助成 。  

②  看護 教 員を 志 す看 護職 に 対す る 奨学 金補 助 。  

③  看護 学 教育 の リー ダー 育 成、 看 護教 育課 程 のマ ネ ジメ ント （ A c a d e m i c  

A d m i n i s t r a t i o n ）を 担 う人 材 の育 成の た めの 、 留学 奨学 金 の補 助 。  

④  現職 の 看護 教 員の 教育 力 ・指 導 力向 上の た めの F D に 係 る補 助 。  

⑤  大学 院 教育 に 専念 でき る 教員 の 配置 が可 能 とな る 教員 の確 保 に対 す る支

援と 助 成。  

 

 

３．  高度実践看護師（専門看護師：C N S、ナースプラクティシ

ョナー：N P）の教育の推進 

 

 本 協 議会 で は、 平成 1 0 年 よ り大 学 院に お ける 専 門看 護師 教 育課 程 の認 定

を開 始 しま し た。 平成 2 4 年 に は、 ナ ース プ ラク テ ィシ ョナ ー の養 成 の必 要

性を 検 討し て 概念 を整 理 し、 そ れま での 専 門看 護 師教 育課 程 に加 え 、新 たに

ナー ス プラ ク ティ ショ ナ ー 教 育 課程 （ 4 6 単 位） を設 け 、 2 コ ース を 合わ せて

高度 実 践看 護 師教 育課 程 を確 立 しま した 。 専門 看 護師 教育 課 程は 、 実践 活動

をよ り 重視 す る観 点か ら 修得 単 位数 を 2 6 単位 か ら 3 8 単位 に 増や し まし た。

平成 2 6 年 度 には ナ ース プ ラク テ ィシ ョナ ー 教育 課 程の 認定 を 開始 し 、修 了

者を 出 すこ と とな りま し た。 平 成 3 0 年 2 月 現在 、 認定 され て いる 専 門看 護

師教 育 課程 は 1 0 8 大学 、 3 0 6 教 育課 程、 ナ ース プ ラク ティ シ ョナ ー 教育 課程

は 2 大 学、 2 課程 です 。 また 、 資格 を認 定 され た 専門 看護 師 は、 平 成 2 9 年

1 2 月 現在 2 , 1 0 4 名に な りま す 。 大 学院 の 増加 、 ナー スプ ラ クテ ィ ショ ナー

への ニ ーズ の 高ま り、 な らび に 専門 看護 師 の こ れ まで の活 躍 や成 果 を鑑 みれ

ば、 今 後さ ら に高 度実 践 看護 師 教育 の推 進 に力 を 入れ る必 要 があ る と認 識し
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てい ま す。 特 に、 地域 に おい て 慢性 疾患 の 診療 や 悪化 予防 等 のプ ラ イマ リケ

アや 看 取り の ケア を通 し て、 住 み慣 れた 場 所で 療 養を 継続 す る人 々 に包 括

的、 継 続的 に 最良 の看 護 を提 供 でき るナ ー スプ ラ クテ ィシ ョ ナー の 育成 は、

これ か らの 超 高齢 社会 に おい て 重要 な課 題 であ る と 考 えま す 。  

高度 実 践看 護 師の 必要 性 は高 ま って きて い ます が 、養 成が 社 会や 実 践現 場

のニ ー ズに 対 応し きれ て いな い 状況 です 。 米国 に は 7 万 2 千 人の 専 門看 護師

と 2 3 万 4 千 人の ナ ース プ ラク テ ィシ ョナ ー が地 域 や医 療機 関 、 外 来 、ク リ

ニッ ク 等で 活 躍し てい ま す。 高 度実 践看 護 師 は 費 用対 効果 の 高い 効 率的 な保

健医 療 と看 護 サー ビス を 提供 で き、 それ は 結果 と して 師の 負 担を 軽 減す るこ

とに も つな が りま す。 本 協議 会 は、 さら な る高 度 実践 看護 師 の教 育 の推 進と

活動 の 支援 を 行う こと に より 、 社会 や国 民 のニ ー ズに 応え て いき た いと 考え

ます 。  

 以 上 のこ と を踏 まえ 、 次の 2 点の 支援 お よび 助 成を お願 い しま す 。  

①  高度 実 践看 護 師教 育課 程 進学 者 への 奨学 資 金 に よ る支 援。  

②  高度 実 践看 護 師教 育課 程 の教 育 に専 念で き る教 員 の確 保に 対 する 支 援 。  

③  専門 看 護師 や ナー スプ ラ クテ ィ ショ ナー の 教育 に 必要 な教 育 力・ 指 導力

を獲 得 する た めの 教員 の 海外 留 学の 助成 。  

 

 

４．地域で継続的な看護サービスを提供する人材育成のための教

育・研究の支援と助成について  

 

 本 協 議会 は 、平 成 2 7 年度 か ら平 成 2 9 年度 ま での 3 年間 で 、文 部 科学 省か

らの 助 成を 得 て、 地域 包 括ケ ア の時 代に 向 けた 新 たな 看護 学 実習 の 在り 方 に

つい て 検討 し 、実 習教 育 の質 を 担保 する た めに 「 臨地 実習 の 基準 」 を策 定し

まし た 。ま た そこ では 、 現在 の 看護 系大 学 が抱 え てい る実 習 の課 題 も明 らか

にな り まし た 。実 習は 看 護学 教 育に おい て 重要 な 学修 形態 で あり 、 実習 を通

して 学 生は 多 くの こと を 学び ま す。 本協 議 会は 、 策定 した 「 臨地 実 習の 基

準」 の 活用 を 推進 し、 普 及さ せ る取 り組 み と、 調 査で 明ら か にな っ た共 通し

た実 習 の課 題 を解 決す る ため の 方策 を含 む 具体 的 な実 習の 指 針の 作 成、 シミ

ュレ ー ショ ン 教育 の導 入 とそ の 教育 評価 等 につ い て研 究を 行 い、 よ り質 の高

い、 効 果的 な 臨地 実習 の 在り 方 を提 言す る 所存 で す。   

 以 上 のこ と を踏 まえ 、 次の 3 点に つい て 支援 お よび 助成 を お願 い しま す。  

①  臨地 実 習の 指 針の 作成 と その 普 及活 動に 対 する 助 成。  
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②  地域 で 実習 を 引き 受け る 施設 へ の実 習教 育 費の 補 助 。  

③  シミ ュ レー シ ョン 教育 の 導入 推 進の ため の 環境 整 備に 対す る 助成 。  

 

 

５．博士課程教育の推進・充実 

 

 博 士 課程 を 有す る看 護 系大 学 院は 9 5 校 と なり 、看 護 系大 学 に占 め る博 士

課程 の 比率 は 約 3 6 ％で 、 研究 者 、教 育者 の 育成 に 尽力 して き まし た 。し かし

なが ら 近年 の 研究 開発 の ニー ズ をみ れば 、 政策 に 資す るビ ッ グデ ー タ等 を扱

うこ と がで き る研 究者 、 学際 的 研究 開発 プ ロジ ェ クト をマ ネ ジメ ン トで きる

研究 者 など の 必要 性が 高 まっ て いる こと は 明ら か です 。 実 践 科学 で ある 看護

学の 知 識体 系 は、 この よ うな 研 究に おけ る 成果 が 不可 欠で す 。   

 以 上 のこ と を踏 まえ 、 次の 2 点に つい て 支援 お よび 助成 を お願 い しま す。  

①  政策 に 資す る よう なビ ッ グデ ー タ を 扱う こ とが で きる 研究 者 を育 成 する

博士 課 程へ の 支援 。  

②  学際 的 な研 究 開発 のプ ロ ジェ ク トを 運営 で きる 研 究者 育成 が 可能 な 博士

課程 へ の支 援 。  


